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＾
不
具
合
仙
軸
等
〕

■
一一一
十

九

■

自

ら

泊
口

左

実

莇

す

君

宕

拮
、

杜

饒

ｏ

器

の

品

口
、

わ
劫

性

及
む

虫

全

性

に

田

す

君

■

■
モ

の

他

切

拍

口

を

竈

正

ヒ

行

う

た

出

に

岨

１

な

仙

竈

吉

旺

＾

し
．

及
ぴ

邊

吋
す

君
と

と

も

１＝
、

貞

加

匪

■

竈

田

画

岳

に

対
し
、

Ｅ
れ

崔

螂

供
し

症

け

れ

ば

な

筍

屯
い
．

２

自

ら

泊

饒

崔
実

血

す

君

吉

は
，

桂

暑

鴉
１＝

コ

い

て

法

塙
八

十

晶
切

二

鷺

六

珂

ヒ

規

定

す

邑

■

■

壱
知

ｏ

た

と

吉
は
、

ｏ
ち

に

モ

切

目

崔

臭

施

医

竈

杣

田
晒

＾

＝

の

崇
施

叶

画

●
ヒ

■
づ

宕

共

同

で

竈

藪

切

崇
茄

医

ｏ

蜷

顯

に
由

い

τ

拍
Ｄ

吉

臭
虻

す

る

ｏ

合

に

直

他

田
臭

施

匿

症

軸

，
の

拍

＾
■

佳

匡

師

崔

台

む
Ｊ

に

逼

知
し

た

け
加

ぼ

な

筍

な

い
．

呂

自

昌
泊

ｏ

壱
貞

肺

す

る

者

は
、

拉

聰

蜷

鴉

の

品

日
、

有

勃
性

政

ぴ

虫
全

性

１＝

田

す

る

■

項

モ

的

他
田

治

＾

主

竈

正
ヒ

行

う

た
由

に

■

星

な

ｏ

獺

宕

知

っ

た
と

昔

は
，

必

蔓
に

応

じ
、

泊

●

賞

加

｝

回

ｉ

政
ぴ

拍

ｍ
杷

聖

簑

蔓

■

症

改

酊

し
肚

け

れ
ば

な

昌

な

い
．

＾
モ

ニ
タ

リ

ン
ク

の

真
茄
〕

口

四

十

晶

自

昌
抽

口

を
皇

茄

す

る

音

は
、

モ

ニ

タ

リ

ン

ク

に

，
す

看

手

□

ｉ

壱
作

虚

し
、

浩

口

害

古

曇

口

会

切

竈

見

壱
踏

ま
え

て
，

当

喧

手

ｍ

●

に

従

コ

τ
、

モ

ニ

タ

リ

ン
ク

壱

貞

蜷
吉

せ

な

け

れ

ぼ

な

昌

な

い
．

２

モ

＝

タ

３
吐
，

当

該

モ

＝

タ

リ

ン
ヶ

の

対

＾
と

な

看

簑

加

匡
広

杣

田
に

畠

い

て

当

咳

治

ｏ

ヒ

従

■
し

て

は

な

ら

な

い
．

呂

第
一

壇

晒

規
定

に

よ

ｏ

モ

ニ

タ

リ

ン

ク

定
史

施

す

昌

■

合

に
ほ
、

貞

曲

匿

藏
竈

”

に

お

い

て

臭

地
に

行

わ

な

け

れ
ほ

な

ら
な

い
．

た
だ

し
、

他

の

方

法

に
よ

〇

十

舟

１＝

モ

ニ

タ

リ

ン
ヶ

左

貞

前

す

る
，」
と

が

で

吉

看
Ｏ

台

に

は
，

こ

の

限

ｏ

で

は

右

い
．

＾
モ」
ニ

タ

ー

切
■

甜
〕

＾

四

十

一
彙

モ

ニ

タ

，

吐
、

モ

ニ

タ
リ

ン

グ
晒

詰

具
、

貞

施

雷
＾

蜷

，
に

培

け

召

泊

Ｄ

が
，
」
の

右

帝

又
は

泊

Ｄ

実

施

叶

目

■

に
従

ｏ

て

行

わ

れ

て

い

な

い
’」
と

崔

竈

国

し

た

ｉ
合

１＝

暗
、

モ

藺

目

崔

Ｏ

ち

１；
自

昌

泊

＾

崔

貞

加

す

る

者
に

告
げ

右

け

れ
直

な

昌

な

い
．

呈

モ

ニ

タ

ー

は
、

モ
一
一
タ

リ

ン

グ

崔
臭

地

に
史

施

し

た

と

害

担
，

モ

切
部

庄

次

に

邊

げ

る

，

巧
壱

記
ｏ

し

た

モ

ニ

タ

リ

ン

ゲ

詔
告

■

崔

自

ら

泊

Ｄ

荏

貞

曲

す

る
岩

及
ぴ

当

政

モ

ニ

タ

り

ン

ヶ

に

係

君

実

肺

国
■

杣

田
肥

｛

に

螂

出

し
症

け

れ
ぼ

な

昌

な

い
．

一

モ
一
一
タ
リ

ン

グ

崔

行

ヨ

た

目

時

ニ

モ

ニ

ク

，
の

氏

毛

三

モ
一
一
タ

リ

ン

グ

切
臼

ヒ

咀

明

箏

壷

與

聰
し

た

自
呂

泊
Ｄ

崔

賞

施

す

君
吉

等

の

氏

名

四

モ

ニ

タ

リ

ン

ゲ

切

借

只

田

邊

豆

五

前

項

の

規

定

に

よ

ｏ

自

５

拍
ｏ

壱
皇

施

す

る

者

ヒ

告
げ
た
■
珂

六

前

＾

１；

規

定

す

る
箏

項

１＝

つ
い

て

，
じ

ら

れ

る

ぺ

吉

措

■

及

ぴ

当

眩

措

■
に

田
す

る

モ

ニ

タ

ー

切

所

見

＾
監
丑
〕

，

四

十
一
一
崇

自

昌

拍

じ

壱
簑

舳

す

る

者

は
、

監

古

に

関

す

看

甘

口

ｉ

及
ぴ

景

莇
に

田

す

昌

手

旧

■

壼

作

成

し
、

治

饒

■

ｉ

曇

口

会

切

ｉ

見
崔

回

ま
え

て
、

当

儲

甘

回

■

及

ぴ

手

口

●

に

従

ｏ

て
監

註

崔

実

砧

さ

せ

な

け

れ

ば

症

昌

な

い
、

圭

監

讐

担

当

宕

硅
、

当

劃
監

古

に

鴉

君

治

鵯

崔

簑

施

す

着

匡

竈

ｏ

，

忙

由

い

て

当
蛯

泊

口
耐

貞

肺

＾
モ

田

｝

■

及
む

冒

理

崔

吉

ｏ
リ

及
ぴ

モ
一
一
タ
ｕ

ン

ク

に

牲

箏

し

て

は

な

昌

な

い
．

冒

舳

聾

担

当

岩

は
、

店
芒

吉

真

舳
し

た

ｏ

合

ヒ

は
，

監

古

で

砧

咀

し

た
■

珂

壱

田
ｏ

し

た
監

古

靱

告

■

及

口

監

査

が

集

施

さ

血

た
，
」
と

圭

旺

明

す

る

監

査

疵

明

■

在

作

成

し
、

こ

れ

崔
自

ら

治

＾

を

臭

血
す

る

者

及

む

実

施

匿

｝

杣

顯

切

｛

に

提

出

し

右

け

れ
ば

な

ら

な

い
．

＾
拾

口

の

中

止

笥
〕

口

四

十
一一
藁

自

昌

治

■

在
簑

施

す

君

岩

は
、

真

茄

匿

｝

○

凹

が

こ

の

む

令

工

喧

拾
Ｄ

貞

血
計

口

●

に

■

反

す

着

こ

と

に

よ

り

竈

正
な

措

＾
に

支

□

を

及
ぽ

し

た

と

眈

め

る

Ｏ

台

＾
加

六

十

六

負
忙

規

定

す

る

Ｏ

台

崔

除

く
．
］
ー二

は
、

当

敏

真

施

匿
，

■

”
に

主

け

君

浩

ｏ

を

中

止

し

な

け

れ

ぼ

な

昌

な

い
．

里

自

昌

拍

■

吉
夷

肪

す
看

者

は
、

拍

Ｄ

を

中

断

し
、

叉

は

中

止

す

る

Ｏ

合

１＝

直
，

邊

や
か

に

モ

画

目

及

ぴ

モ

の

理

由

壱

臭

茄

医
ｏ

杣

田

田
長

に

文
■

に

よ

ｏ

■

知

し

な

け

れ

ぱ

な

ら

な

い
．

吾

自

昌

泊

饒

宕
実

茄

す

看
吉

は
，

当

政

治

聰

ヒ

よ

ｏ

岨

＾

吉

れ

た

竈

味

武

Ｄ

の
誼

Ｄ

成

■
忙

田

す

后

ｉ

制

が

法

笥

十

四

貞

蛯

三

項

に

剋
定

す

る
申

皿

■

に

濁

柚

昔

れ

な

い

こ

と

崔

知

ｏ

打

た

■
台

に

は
，

モ

の

目

及

ロ

モ

の

！

由

皇

簑

竈

膣

口

杣

田

切

｛
に

文

■
に

よ

ｏ

ｏ

麺

し

な

吋

れ
ぼ

担

昌

珪

い
．

＾
芭
括
柵
告
■
〕

，

四

十

四

ｉ

自

昌

泊

＾

壱
皇

舳
す

る

者

時
、

治

じ

崔

諒

了

し
、

又

は

中

止

し

た
と

宕

は
，

曽

括

柵
告

■

壱

作

成

し

な

吋

れ

ほ

な

昌

担

い
．

＾
咀

螂

の

倶

存

箏
〕

，

四

十

五

鶉

自

ら

治

口
崔

貞

莇
す

昌

音

硅
．

次

に

邊

げ

右

泊

●

に

，

す

看

岨

ｏ

＾
文

■

及
ぴ
一
ア
ー

タ

壱

含

血
．
〕

壷
、

袖

口

ｏ

器

邊

供

右

が

竈

ｍ
竈

鶉

に

保

る

匿

広

肥

肥

に

つ

い

て

田

里

邊

距

克

の

竃

齪
崔

曼

け
る

目

＾
鷺

咀

十

三

免

寛
一一一
項
の

規
定

１＝

よ

Ｏ

遍

知

し

た

と

嘗

は
、

遍
知

し

た

日

撞
三

年

崔

稻
ｏ

し

た

日
〕

又

は

浩

じ

晒

中

止

若

し

く

は

腔

了
切

螢
一一一
年

荏

握

邊

し

た

日

田

う

ち

い

ず

れ

か

１

い

日
ま

で

切
蠣

”

竈

切

１＝

保

存

し

な

け

れ

ほ

な

ら

た

い
．

一

泊

口
皇

加

叶

面
●
、

君

固

青

借

括

鶉

告

■

モ

切

他

こ

の
右

令

的

規
走

に

よ

ｏ

自

昌

泊

聰

荏

賞

施

す

呂

岩

が

作
虚

し

た

文
■

更

は

モ

画

写

し

＝

症

例
竈

告

青

螂

五

十

一

粂

簑

四

〇

の

規

定

１＝

よ

○

遍

知
吉

れ

た

文

■

モ

晒

他
，」
晒

省

令

垣

規

定

に

よ

○

貞

加

医
ｏ

棚

凹

晒

長

五

肚

治

＾

卦

担

圓

師

か

昌

入

手
し

た
田
蜆

一一一

モ

ニ

タ
リ

ン
グ
、

監

古

モ

碗

他

晒

治

ｍ

田

実

施

の

牢

＾

及
む

管

理

に

係

る

莞

請

切

咀

螢

＾
軸
一
一
号

政
ぴ

第

五

丹
に

邊

げ

呂
も

の

吉

除

く
．
〕

四五

泊

口

崔
行

う
｝」
と

に

よ

ｏ

得

ら

れ

た

デ

ー

ケ

第

三
十

五

集

鷺
五

■

に

規

定

す

る

記

田

口

四
，

拍

螂

壱

行

う

■

｝

口
一
籟

拍
ｏ
‘
古
曇
口
会

＾
治

Ｄ

ｉ
査

曇

＾
会

切

肚

■
－

口

四
十

六

鶉

実

埴

露
＾

ｏ

田

晒

長

肚
，

拍

＾

壱

行

う

こ

と

晒

ｉ

雷

モ
切

他

の

泊

口

に

田

す

昔

■

■

■

ｏ

吉

行

わ

ぜ
る

た

畠
、

貞

肺

匿
，

Ｏ

田
一
」
と

１＝

一

の

拍

ｍ

岩

杏

雪

＾
会

書

股

■
し

な

け
れ

ほ

な

昌

右

い
．

た

だ

し
、

当

眩

簑

抽

医

■
杣

田

が

小
規

＾

で

畠

昌

こ

と

モ

ｏ

他

の

■

由

に

よ

口

当
殻

臭

拍

匪
■

竈

田

に

治

與

讐

‘

壷

口

会

壼

設

□
す

昌

こ
と

耕

で

吉
た

い

と

吉

喧
、

当

畦

泊

ｏ

ｉ

査

曇

■
金

壼

次

に

邊

げ

る
治

Ｄ

害
古

壷

＾

会

に

代

え

る

こ

と

が

で

吉

昌
．

一

当

註

貞

竈

医

，
棚

田

の

長

が

他

の

露

ｏ

柵

関

切

長

と

共

同
で

瞠

□
し

た

拍

じ

ｉ

充

曇

＾

会

＝

民

法

＾
明

泊
＝
十

九
年
法
竈
蠣
八
十
九
号
〕

蔓
一一

十

四

集

切

規

定
忙

よ

ｏ

唖
立

吉

れ

た

睦

人

胡

黎

■

し

た

治

＾
讐

‘

曇

■
会

三

匪

広

田
係

者
忙

よ

ｏ

＾

成

さ

れ

た

学

術

団

体

湖

咀

■
し

た

浩
饒

■

充

婁

」

会

四

他

の

匿
，

杣

，
切

長

帥

咀

■

し

た

治

ｕ

害

‘

壷

■

会

套

一

号

忙

句

げ

｛

も

ｏ

崔

読

く
．
〕

＾
治

與

‘

古

曇

＾
会

田

＾

成
箏
〕

，

四
十

七

晶

拍

＾
‘

査

曇

＾
会

ば
、

次

に

邊
げ

若

筥

件

崔

＾

た

し

て

い

右

け
れ

ぼ

担

昌

な

い
．

一

柏

ｍ

に

つ

い

て

自

垣

的

及

ぴ

詳

学

的

目

点

か

ら

十

分

に

‘

芒

壷

行
う
，
」
と

卸

で

音

呂

Ｅ

と
．

二

五

名

以
上

切

婁

］

か

芭
な

る

こ

と
．

三

香

口

切

う

ち
、

唾

掌
、

ｉ

学
、

鶉

芋

モ

切

他

切

厘

○

又

ほ

田

康

喧

聰

に

田

す

巷

｝

円

的

珀

口

症

右
す

る

者

以

外

晒

者

＾
次

号

切

規

定

に

よ

り
善

口

に

加
え

ら

れ

て

い

る

者

崔

曲

く
．
〕
卸

加
見

ら

れ

て
い

る

こ
と
．

四

曇

＾

晒

う

ち
、

貞

施

匪

，

蠣

咀

と

利
音

田

保

壱

有

し

な

い

者

胡

加

え

筍

れ

て

い

る

こ

と
．

治

，

‘

査

曇

■

会

の

哩

■

者

は
、

次

に
邊

げ

君

■

項

１：

コ

い

て

岨

Ｏ

し

た

手

旧

■

及

ぴ

撞

＾

名

樽

吉

作

成

し
、

当

政

手

順

●

に

従

ｏ

て

莞

鶉

崔

行
わ

せ

な

け
れ

ほ

な

ら

な

い
．

一

曇

口

長

晒

■

任

方

曲

一
一

会

‘

の

成

立

１

件

一一一

金

’

画

口

借

１＝

顯

す

る

■

項

四

第

五

十

彙

塙

一

■

の

竈

香

の

吉

古

の

填

施

時

蠣

に

田

す

る

■

■

五

会

讐

切

旧

倶

１＝

関

す

る

■

項

六

田

日

の

保

存

ヒ

蘭

す

る

■

項

七

モ

の

他

必

邊

な

■

項

治

唖

■

■

曇

■

会

田

旺

■

岩

は
、

治

與
吉

杏

壷

■

会

田

■

詣

症

行

う

宕

崔

，

佳

し

な

け

れ

ほ

な

昌

な

い
．

＾
治

団

ｉ

症

昏

■

会

蜆

会

蠣
〕

口

四
十

＾

彙

次

忙

担

け

昌

曇

口

は
、

‘

古

の

対

負
と

む

る

拍

口

に

保

呂

’

’

政
ぴ

探

扶

に

讐

加
す

る

こ

と
が

で

昔

な

い
．

一

描

與

佐

臼

岩

田

裡

＾

又

は

ｏ

＾

モ
の

他

面

治

聰

硅

蠣

者

と

竈

拉

な

田

偲

崔

右

す

看

吉

＝

自

ら

治

口

崔

実

帖

す

る

音

又

吐

自

昌

拍

螂
吉

皇

施

す

る

者

と
巾
理
拮
な

田

保

崔

有

す

昌

音

三

実

加

雇

竈

拍

田

画

＾
，

泊

聰

■

任

匿
師

箏

又
ほ

浩

饒

箇
カ
者

■

竈

に

讐

加

し

て

い

な

い

曇

口

硅
、

操

訣

に

＃
加

す

着

，
」

と

が

で

音

な

い
．

＾
泊

饒
‘

註

曇

＾

会

の

‘

古
〕

，

四

十

九

〇

実

曲

匿

，

鴉

田

垣

丑

借
、

当

縢

賞
施

医

竈

饒

関

に
由

い

て

治

饒

崔

行

う
一
」
と

切

ｉ

否
に

つ
い

て
、

畠

筍

か
じ

め
、

治

饒

■

古

壷

」

会

の

竈

見

壷

與
か

な

Ｈ

れ

ば

な

昌

右

い
．

貞

加

目
，

Ｏ

”

垣

長

ほ
、

当

畦

臭

施

匿
竈

杣

田
１＝
お

い

て

治

與

崔

行

う
ｉ」
と

切

竈

香

に

つ

い

て
、

前

羽
の

規

定

に

よ

ｏ
竈

見

荏

瞠

く

治

口

■

古

曇

＾

会

以

外
の

沽

口

害

査

曇

■
会

の

竈

見

崔

｝

く

こ

と

が

で

曽

昔
．

箕

舳

匿
ｏ

棚

田

田

＾

は
、

竈

四

十

六

条

塙
一
一
号

か

昌

蹄

四

箏

宝
て

に

封
げ

着

治

口

■

杏

婁

＾

会

忙

意

見

崔

鵯

く

と

き

暗
、

笥

四

十

七

集

売

二

巧

に

邊

定

す

石
当

瞳

浩

與

■

査

婁

■

会

田

手

ｏ

■

及

ぴ

曇

＾

名

竈

定

入

手
し

古

け

れ

ほ

な
昌

な

い
．
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＾
■
仙
害
古
讐
〕

口

五

十

皇

実

塙

医

賓

，

の

＾

は
，

浩

口

田

蠣

山

出

一

年

音

壇

え

る

■

合

に

旧
、

一

年

に

一

回

以

上
、

当

武

実

茄

匿
竈

■

凹

に

培

い

て

治

口

書

竈

饒
し

τ

行

う

こ

と

の

竈

吾
忙

つ

い

て
、

舳

集

塙

一

聰

晒

規

定

に

よ

ｏ
意

見

症

與
い

た

治

ｕ
竈

ｉ

曇

＾

会

固

竈

！

崔
口

か

な

貯
刊

直

な

昌

な

い
．

２

皇

施

昆
Ｏ

竈

田

切

＾

は
、

篶

：

十

八

崇

箏

＝

■

及
む

鶉

三

十

九

集

鷺

＝

■
の

規

定

に

よ

ｏ

■

知

岳

畳

け

た
と

宕
，

箒

六

十

八

集

籏
一
一
羽

及

ぴ

加

三

１

並

む

ヒ

完

七

十

四

集

第

三

■

⑳

規

定

ヒ

よ

ｏ
獺

告

崔

曼

け

た

と

冒

モ

切

他

簑

舳

匿

，

軸

田

切

｛

が

蛙

！

が

畠

畳

と

固

出

た

と

き

は
、

当

団

貞

加

匿

■

蜷

蠣

に

お

い

て

泊

ｕ

崔

借

饒

し

て

行

う
，
」
と

晒
ｉ

否

忙

つ

い

て
、

山
条

竈

一

巧

切

損

定

に

上

ｏ

ｉ

見

壱
喧

い

た

浩

聰

‘

芒

曇

＾

会

垣

皿

見

崔

鵯
血

な

け

血

ほ

な

昌

な
い
．

呂

賞

茄

匿
蠣

Ｏ

田
の

長

は
、

笥

四

十

一

集

蔦

二

巧
ー二
規

定

す

看

モ
ニ

タ

リ

ン
グ

罰
告

■

崔

曼

け

唖

ｏ

た

と

昔

叉

吐

蠣

回

十
一
一
集

簑

三

■

忙

鶉

定

す

る

監

■

螂

告

■

を

螂

吋

取

コ

た

と

自

は
、

当

傲

皇

＾

医

口

竈

日

に

畠

い

て

泊

Ｄ

邦
ｉ

切

に

行

右

れ

て

い

る

か

ど

う
か

互

胆

ｉ

切

ヒ

行

右
れ

た

か

ど

う

か

に

つ

い

て
，

前

彙

第

一

項

㊦

規

定

に

上

ｏ

ｉ

見

吉
聰

い

た

泊

ｕ

■

査

委

」

会

切
竈

見

崔

與
か

な

け

打

ほ

な

昌

な
い
．

＾
措

＾

‘

古

曇

■
会

画

コ

竈
〕

口

五

十

－

晶

治

Ｄ

害

控

曇

＾
会

は
、

第

回

十

九

集

鶉

一

■

ヱ

は

塙

＝

羽

の

規

定

ヒ

よ

ｏ

崇

竈

屋

竈

＾

田

の

｛

か

一
５
ｉ

見

吉

喧

か

れ

た

と

害

は
、

■
査

切

蛸

ｏ

と

さ

れ

る

拾

口

湖

佑

壇

的

及

ぴ

科

苧

的

ヒ

垂

当

で

畠

昌

か

ど

う

か

モ

の
他

当

硅
拍

Ｄ

が

当

藺

貞

茄

匡
ｏ

蜷

顯
に

由

い

て

行

う
田

に

竈
当

で

畠

る

か

ど

う

か

を
、

吹

に
ｏ

げ

君

賞
料

に

■

づ

昔
讐

古

し
，

文

ｏ

に

よ

ｏ

竈

児

崔
邊

ぺ

右

け
れ

ぼ

右

昌

な

い
、

一

昂

十

景

鶉

一

羽

各

｛

又
は

ｏ

＝

十

一

彙

各

号

に

邊

げ

る

文

■

＝

枯

口

岩

晒

■

＾

田

手

ロ

ヒ

田

す

る

■

料

三

〇

七

曇

竈

五

垣

又

Ｈ

簑

十

＾
彙

竈

四

■

に

規

定

す

る

仙

ｏ

モ

切

他

拍

與

崔

ｉ

正

に

行

う

た
め

ヒ

■

曇

右

仙

鶉
崔
田

ｏ
し
た
文
■

四

泊
＾
■

任
厘
師
｝
と
な
畳
ぺ
吉
宕

の
■

唾
－

五

モ
切

他

拍

口
●

古

曇

＾

会

湖

出

！

と

固

め

君
竈

料

拍

Ｄ

箒

古

曇

口

会

肚
、

』

集

竈

一

垣

又

時

箏

＝

ｏ

晒

規

定

に

よ

ｏ

簑

竈

匿

ｏ

む

□

の

＾

か

昌

竈

見

壱

與

か

れ

止

と

き

ほ
、

当

藺

皇

施

匿
螂

ｏ

”
に

由

い

て

当

竈

浩

●

卸

竈

切

に

行

わ

れ

て

い

る

か

ど

う
か

壱

□

■

し

た

上
、

当
眩

臭

莇

屋

■

蜷

田

忙

由

い

て

治

●

荏

＾

螂

し

て

行

う

こ
と

画

竈

否

書

害

査

し
、

文

■

に

よ

ｏ

■
見

荏

速
ぺ

右

け
打

ば

な

筍

な
い
．

垣

拍

Ｄ
’

古

曇

＾
会

喧
、

軸

奈

簑

三

■

切

邊

定

に

よ

ｏ

臭

お

匡
■

仙

山

切

＾

か

昌
竈

見

崔

口

｛

九

た

と

吉

暗
，

当

縢

貞

＾

匿

■
竈

山

に
由

い

て

当
蛯

治

聰

が

ｉ

切

忙

行

わ

加

て

い

君

か
ど

う

か

又
は

ｉ

切
１＝

行

わ
れ

τ

い

た

か

ど

う

か

に

つ

い

て

ｉ

査

し
，

文

■
に

よ

ｏ
症

見

崔

睦

ぺ

左

け

れ

ば

な

昌

な

い
．

４

皇

岱

医

■

杣

田

切

＾

直
、

螂

一

■

及
口

簑

二

羽
１＝

拐

定
す

る

泊

■

‘

査

曇

＾

会

の

竈
■
＾
崔

泊
口

切

佐
ｏ

壱

し

よ

う

と

す

君

岩

又

は

拍

ｕ

俵

，

吉

正

ぴ

泊

與

口

佳

医

籟

と

な

看
ぺ

昔

宕

叉

喧

苗

●

，

任

匡

師

１＝

文

■

に

よ

Ｏ

Ｏ

知

し

右

け
れ

稻

な

昌

な

い
．

５

皇

肺

匿
■

Ｏ

田

の

＾
肚
，

塙

一

巧

か

昌

第

三

■

圭

で

田

規

定

忙

よ

昌

治

ｏ

‘

右

曇

■
会

晒

竈

児

崔

自

昌

治

ｏ

崔

臭

茄

Ｌ

よ

う

と

す

昌

宕

又

ほ
自

筍

拍

ｍ

崔

臭

枯

す

君

看

忙

文

●

に

よ

ｏ

ｏ

知

し

蟷

吋
刊

ほ

な
昌

な

い
．

６

景

四

■

に

規

定

す

石

文

■

に

よ

る

遍

知

ヒ

つ

い

て

ほ
．

亮

十

集

珀

＝

羽

か

昌

第

六

■

自

で

切

ｏ

定

壱
竈

用

す

る
．

こ

田

ｏ

合

に

由

い

て
、

一
」
れ

昌

切

規

定

中

「
泊

じ

晒
曲

■

害

し

よ

う

と

す

暑

岩
」

と

畠

る

の

ほ

「
真

加

匿

，

杣

田

垣

｛
』

と
，
，
臭

茄

匿

讐

邊

■

の

昌

と

あ

看

田

は

，
治

＾

の
苗

ｏ

左
し

よ

う
と

す

る

者

又

は

浩

じ

僅

薯

」

と

｝

西

■

且

君

も

切

と
す

る
．

〔
拍
●
竈
■
曇
＾
会
の
竈

見
〕

口

五

十
一
一
＾

史

施

匿
颪

ｏ

田

は
、

寛

四
十

九

条
鴬

一

■

又

は

壇
一
一
■

切

規

定

忙

よ

ｏ

ｉ

見

壱
與

い

た
い

す

れ

か

画

拍
口

“

古

壷

」

会

が
、

拍

＾

崔

行

う

こ

と

が

竈

当

で

な

い

旨

の

竈

児

崔

述

ぺ

た

と

音

は
、

暗

●

の

僅

口

崔

型

吐
、

又

時

拍

■
の

皇

前

崔

薫

閉
し

て

ほ

な

ら

右

い
．

呈

負

茄

匡

，

ｏ

”

は
，

第

玉
十

皇

見

一

■

又

は

完

＝

羽

切

邊

定

に

よ

ｏ

竈

見

壱
與

い

た
泊

ｍ
‘

古

曇

＾

会

が
、

拍

口

岳

竈

刷

し

て

行

う

＝

と

が

ｉ

当

で
な

い

旨

切

ｉ

見

を

述

ぺ

た

と

岩

は
、

拍

＾

の

契

的

吉
竈

昧

Ｌ
、

又

は

拍

Ｄ

崔
申

止

吉

せ

左

け

れ

ほ

な

筍

な

い
・

；

真

竈

匿

轟

田

は
、

語

玉

十

貞

蔓
一一
項

の

担

定

に
上

ｏ

ｉ

見

左

與
い

た

治

●
‘

ｉ

曇

＾

会

が
、

当

眩

実

岱

匿

■

Ｏ

，

１＝

由

い

て

当
底

浩

Ｄ

が
ｉ

切

に

行

わ

れ

て

い

た

い

目

又

は

竈

切

に

行
わ

れ

て
い

な

か

っ

た

旨

の

竈

見

壷

述

ぺ

た

と

宕

ほ
、

必

！
た

拮

■

荏

＾
じ

た

け

加
ぼ

な

ら

な

い
・

＾
哩

●

の

偲

存
〕

，

五

十
三

彙

治

聰

ｉ

充

曇

」

会

崔

醒

□

Ｌ

た
音

は
、

第

四

十

七

曼

覧

＝

項

ヒ

規

定

す

る

手

■

■

及

ぴ

曇

」

名

竈
、

鶉

五

十

一

集

寛

一

珂

告

号

１＝

拒

げ

君

貰

拝

蛯

六

十

集

＾

一

■
か

昌

蠣

四

項

ま

で
晒

規

定

１＝

よ

る

治

Ｄ

ｉ

査

曇

■

会

ヒ

対

す

君

ｏ
知

及
甘

栢

ｏ
’

査

書

＾

会

の

会

顯

の

記

日

崔

植

聰

拍

讐

に

侃
る

医

竈
杣

碧

に

つ
い

τ

の

里
遣

距

克

切

景

固

崔

受

け

る

目

＾
塘

三

十

二

貞

寛

三

〇

又
は

寛

四
十

三

負

簑

三

■

に

規

定

す

昌

遍

知

崔

畳

け

た

と

宕

は
、

■
知

畳

丑

貯

た

目
〕

又

は

泊

ｏ

肥

中

止

苗

し

く

棺

虫

了
の

筍

三

年

吉

邊

■

し

た

目

の

う

ち

い

ず

れ

か

○

い

日

虫

で

面

蠣

”
保

存

し

な

け

れ
ぼ

な

昌

右

い
．

，
一
一
〇

崇

帖

医
竈

ｏ

田

＾
真
帖
医
，
ｏ
田
晒
良

仲
〕

口

五

十

四

■

賞

茄

匪

ｏ

ｏ

凹

肚
、

茨

に

邊
げ

着

里

件

壱

■

た
し

τ

い

な

け

ｎ

ぼ

な

昌

な

い
．

一

十

分

な

臼

庶

目

鶉

及
胡

臣

Ｄ

償

丑

吉

行

う

股
仙

及

ぴ

人

＾

壱

市

し

て
い

昌

こ

と
．

一
一

■

１
置
川
忙

拙

●
岩

に

拙

し

て

必

邊

右

措

■

壱

山

ず

る

こ

と

が

で

吉

る

こ

と
．

三

拍

ｏ

，

古

岳

＾

金

胡

齪

■

吉

れ

τ

い

る

こ

と

高
竈

四

十

六

集

た

だ

し

●

の

■
舎

崔

除
く
．
〕
．

四

泊

■

■

佳

匿

師

ｏ
、

竈

剤

師
、

■

，

師
，

睦

ｏ

放

射

ｏ

技

師
．

田

康

埴

五

技

師
、

臼

味

工

学
技

±

モ

晒

他

浩

ｕ

害

ｉ

正

か

つ

円
打

に

行

う

た

畠

に

必

裏

な
□

■
が

十

分
ヒ

ｏ

保

吉

血

て

い

昌

こ

と
．

＾
臭
拮

厘
，
ｏ

凹
垣

邊

口

畳

十

亘

集

負

加

屋
■

ｏ

凹

垣

＾

は
，

泊

聰

忙

価

る

禁

珀

忙

田

す

る

苧

□
●

崔

作

虚

し

症

け
れ

ほ

た

昌

な

い
．

里

葉

茄

医
■

■

田
⑭

長

直
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当

縢

貞

加

医

竈

邊

，

ヒ

宅

け

看

抽

＾

が

こ

の

ｏ

帝
，

治

Ｄ

貞

加

甘

回

■
、

泊

●

曲

○
者
が
浩
Ｄ
壱

警

す
呂
ｏ
台

に
畠
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て
は

泊
口
画
雲

約

青

自
昌
泊
Ｄ
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貞
茄
す
膏
宕
刮
治
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壱
崇

施
す

る
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合
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ｏ

て
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十

一

条
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咀

笥

五

号

か

筍
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十
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号

ま
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に

規

定

す

る

文

■
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ぴ
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項

切

手

口
●

に

従

ｏ

て
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か

つ

円

柵

に

行

右

れ

着

よ

う

必

埋
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拍

■

畳

■

じ

な

け

れ

ほ

な

昌

な
い
．
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皇

茄

匿

■

ｏ

口
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長
肚
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Ｄ
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切

秘
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切

俣
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宮

ｈ

苔

よ

う

泌

蔓

な
措

□

岳

蠣

じ

な

け

打

ほ

な
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な

い
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＾
モ

ニ

タ

リ

ン

グ
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的
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カ
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＾
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十

六
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茄
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ｏ
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岳

は
、

浩
饒

佳
靹

音
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臭

茄
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又
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昌

泊
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負
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音
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皇
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せ
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モ
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リ

ン
グ
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ぴ

硅

古
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ぴ

に

泊

聰

讐

宣

書

■
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よ

君

■
ｉ

ヒ

曲

カ

し

な

け

れ

ぱ
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昌

な

い
．

呈

臭

枯

医
■

ｏ

田
田

１

は
，

前
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切

モ
一
一
タ

リ

ン

ケ
，

店

査

五

は

凹

充

が

皇

竈
吉

れ

｛

艘
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は
、

モ

ニ

タ

ー
、

監

古

担

当

岩

又

は

拍

＾
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古

壷
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会

藺

求
畠

１；

応
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穴

十
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号

１＝

ｉ

げ

君

拍

口
に

田

す

る
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崔

田

■
ヒ
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し

右

け

れ
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た
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ｏ
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訪
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五

十

七

鶉

貞

茄
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肥

固
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は
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治

０

１；
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昌

景

誼

に

田
す

る
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帯

崔

行

う
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を
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し

な

吋

れ
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な

昌

右

い
．

｛
治

饒

ｏ
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晒

讐

冒
〕
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五

十

＾

鶉

貞

帖

匿

竈

ｏ

田
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肚
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十
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六
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工
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竈
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刀

切

手

口
■

壼

治
ｍ
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鴉

口

理
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崔
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宕
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に
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な

け
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な

昌

宕

い
．
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前

■
晒

治

●
ｏ

聖

ｆ

薯

時
．

第
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十

四

果
第

六

項

又
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亮

三

十

五
鼻

籏

六
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晒

手

口

■
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従

ｏ

て
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杣

器

壱
ｉ

切

に
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理
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け

れ
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右

昌

む

い
．

＾
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塙

垣

曇
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箏
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五

十

九
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自

ら

拍

＾
宕

崇

茄

す

る
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又

は

ｏ

施

匿

症

＾

田

時
、

拍

●

の

臭

た

に

伍

君
薫

鴉

田

一

部

崔

曇

冊

す

暑

ｏ

合

ヒ

は
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次

に

邊

げ

君

■

項

岳

岨

８

し

た

文

●
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よ

ｏ

当

眩

箏

珀

岩
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詩

す

着

盲

と
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異
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崔
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昌
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け

れ
ぱ

右

昌
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．
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臭

詣

切

饒
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縢
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岨
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す

る
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前
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切
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づ

昔
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曇
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に
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看

蜆
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ｉ
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か

つ
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日
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＾
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＾
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又
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台
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岩
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又
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右
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